
農地等の利用の最適化の推進に関する指針

令 和 ５ 年 ４ 月

五所川原市農業委員会

「農業委員会等に関する法律」第７条第１項の規定に基づき、五所川原市農業委員会に係る

標記指針を下記のとおり定める。

記

１ 担い手の農地の利用集積・集約

（１）目標

※令和２年度は実績

（２）推進方法

① 人・農地プラン集落座談会に積極的に参加し、農業委員会として人と農地の問題解

決のため意見を述べる。

② 農地中間管理機構等関係機関と連携を密にし、戸別訪問等を実施して農家の意向を

把握し農地中間管理事業を推進する。

（３）担い手への農地利用の集積・集約化の評価方法

担い手への農地利用の集積・集約化の進捗状況は、農地の集積率により評価する。

単年度の評価については、「農業委員会による最適化活動の推進等について」に基

づく「農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表」の

とおりとする。

２ 遊休農地の発生防止・解消

（１）目標

※令和２年度は実績

目標年度 管内の農地面積(A) 農地利用集積面積(B) 集積率(B/A)

令和２年度 ９，２９０ha ６，３１２ha ６７％

令和５年度 ９，２９０ha ６，６９３ha ７２％

令和８年度 ９，２９０ha ７，０７６ha ７６％

目標年度 管内の農地面積（A） 遊休農地面積（B） 遊休農地の割合（B/A）

令和２年度 ９，２９０ha ２２．０ha ０．２３％

令和５年度 ９，２９０ha １８．０ha ０．１９％

令和８年度 ９，２９０ha １４．０ha ０．１５％



（２）推進方法

農業委員及び推進委員の日常的な活動及び農地パトロールの実施により状況を把

握し、必要に応じて指導、助言を行う。

（３）遊休農地の発生防止・解消の評価方法

遊休農地の発生防止・解消の進捗状況は、遊休農地の割合により評価する。

単年度の評価については、「農業委員会による最適化活動の推進等について」に基づ

く「農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表」のと

おりとする。

３ 新規参入の促進

（１）目標

※令和２年度は実績

（２）推進方法

新規就農を検討している人や就農希望者への窓口相談や農地のあっせん等、農業委

員、推進委員及び関係機関が連携して、円滑に就農できるよう体制を強化し新規就農

者の確保に努める。

（３）新規参入の促進の評価方法

新規参入の促進の進捗状況は、新規参入者（個人、法人）の数により評価する。

単年度の評価については、「農業委員会による最適化活動の推進等について」に基

づく「農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表」の

とおりとする。

４ 「地域計画」の目標を達成するための役割

五所川原市において作成された「地域計画」に基づき、農地を効率的かつ総合的に利

用していくため、五所川原市農業委員会は次の役割を担っていく。

・日常的な農地の見守りによる農地の適正利用の確認

・農家への声掛け等による意向把握

・「地域計画」で位置付けられた担い手への農地の利用調整やマッチング

・農地中間管理事業の活用の働きかけ

・「地域計画」の定期的な見直しへの協力

目標年度 新規参入者数

令和２年度 ６経営体

令和５年度 １０経営体

令和８年度 １０経営体



５ 目標・推進方法の見直しについて

本指針の目標及び推進方法については、達成状況等を踏まえ毎年度検討を加えるとと

もに、農業委員・推進委員の改選期である３年ごとに見直しを行なう。


